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自
民
党
の
吉
川
貴
盛
元
農
水
相（
衆
院
道
二
区
）

が
在
任
中
、
鶏
卵
生
産
大
手
の
元
代
表
か
ら
現
金

を
受
領
し
て
い
た
疑
惑
が
浮
上
し
た
。
吉
川
氏
は

菅
義
偉
首
相
と
初
当
選
同
期
で
側
近
の
一
人
と
さ

れ
、
鈴
木
直
道
知
事
や
秋
元
克
広
札
幌
市
長
と
中

央
政
界
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
き
た
。
こ
の
原

稿
の
執
筆
時
点
で
捜
査
の
動
き
は
見
え
て
い
な
い

が
、
立
件
さ
れ
た
場
合
は
道
と
札
幌
市
の
行
政
運

営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
。
関
係
者
は

行
方
を
注
視
し
て
い
る
。

　「
お
か
し
な
お
金
を
も
ら
う
よ
う
な
人
じ
ゃ
な

い
は
ず
な
の
に
」。
吉
川
氏
を
よ
く
知
る
道
内
関

係
者
は
、
新
聞
各
紙
が
吉
川
氏
の
疑
惑
を
報
じ
た

十
二
月
二
日
の
朝
刊
を
見
て
、
驚
き
の
表
情
を
隠

さ
な
か
っ
た
。
各
紙
に
よ
る
と
、
吉
川
氏
は
農
水

相
在
任
中
、
大
臣
室
で
三
回
に
わ
た
り
、
鶏
卵
生

産
大
手
「
ア
キ
タ
フ
ー
ズ
」（
広
島
県
福
山
市
）

グ
ル
ー
プ
の
元
代
表
か
ら
計
五
百
万
円
を
受
け

取
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
い
う
。
東
京
地
検
特

捜
部
が
経
緯
の
解
明
を
進
め
て
い
る
も
よ
う
だ
。

　
吉
川
氏
は
入
院
中
と
さ
れ
、
報
道
後
に
体
調
不

良
を
理
由
と
し
て
自
民
党
道
連
会
長
を
は
じ
め
党

の
役
職
を
す
べ
て
辞
任
。「
国
会
審
議
と
党
運
営
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
く
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
が
、疑
惑
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。

　
道
内
政
界
で
は
か
つ
て
、
全
国
区
な
知
名
度
が

あ
る
町
村
信
孝
前
衆
院
議
長
、
中
川
昭
一
元
財
務

相
、
武
部
勤
元
幹
事
長
が
「
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
」
と

呼
ば
れ
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
中
川
氏
が
二
〇
〇
九
年
に
急
死
し
、
武
部
氏
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自
民
党
道
連
内
で
は
、
来
年
の
衆
院
選
に
向
け

て
次
期
会
長
の
早
期
決
定
を
求
め
る
声
が
強
ま
り
、

反
吉
川
派
が
橋
本
氏
を
推
す
な
ど
早
く
も
主
導
権

争
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。
関
係
者
は
「
吉
川
氏
が

今
後
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
に
し
て
も
、
影

響
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」と
み
る
。

　
吉
川
氏
は
地
元
の
道
二
区
（
札
幌
市
北
区
の
一

部
、
東
区
）
で
支
持
基
盤
が
弱
い
と
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
衆
院
選
で
野
党
候
補
と
激
戦
を
繰
り
広
げ

て
き
た
。
自
民
党
関
係
者
は
「
立
件
さ
れ
れ
ば
大

き
な
打
撃
。
来
年
の
衆
院
選
で
勝
つ
の
は
難
し
く

な
る
」
と
話
す
。
早
く
も
候
補
差
し
換
え
論
が
浮

上
し
、
吉
川
氏
の
長
男
の
吉
川
隆
雅
道
議
や
地
元

市
議
の
名
前
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

　
同
選
挙
区
で
松
木
謙
公
前
衆
院
議
員
の
擁
立
を

決
め
て
い
る
立
憲
民
主
党
は
、
今
回
の
疑
惑
を
て

こ
に
攻
勢
を
強
め
る
考
え
で
、
候
補
擁
立
を
決
め

て
い
る
共
産
党
と
も
調
整
す
る
方
針
だ
。
立
憲
関

係
者
は
「
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
」
と
し
な
が
ら
、「
吉

川
氏
は
戦
い
や
す
い
相
手
。
そ
の
ま
ま
出
て
く
れ

る
の
が
一
番
良
い
の
に
」
と
話
す
。

　
道
や
札
幌
市
の
幹
部
か
ら
は
、
吉
川
氏
に
つ
い

て
「
国
と
の
パ
イ
プ
役
が
い
な
く
な
る
と
困
る
」

と
の
声
が
漏
れ
る
。
そ
の
一
方
で
「
誰
か
が
い
な

く
な
っ
て
も
、
別
の
政
治
家
が
そ
の
役
割
を
担
う

だ
け
。
そ
の
政
治
家
と
関
係
を
築
け
ば
い
い
」
と

割
り
切
っ
た
見
方
を
示
す
関
係
者
も
い
る
。
行
政

の
安
定
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
移
ろ
い
や
す

い
政
治
の
世
界
と
は
一
定
の
距
離
感
を
保
つ
必
要

が
あ
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
　
　
　
　＜

魚＞

は
一
二
年
に
政
界
を
引
退
、
町
村
氏
も
一
五
年
に

死
去
し
た
。
吉
川
氏
は
重
鎮
三
人
が
表
舞
台
を

去
っ
た
後
の
一
六
年
に
党
道
連
会
長
に
就
任
。
官

房
長
官
だ
っ
た
菅
氏
と
の
関
係
の
近
さ
も
あ
っ

て
、
一
八
年
に
発
足
し
た
第
四
次
安
倍
改
造
内
閣

で
農
水
相
と
し
て
初
入
閣
し
、
道
内
政
界
で
存
在

感
を
増
し
て
い
っ
た
。

　
象
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
昨
年
の
知
事
選
で
の
候

補
者
選
び
だ
。
吉
川
氏
は
党
道
連
会
長
代
行
の
長

谷
川
岳
参
院
議
員
と
共
に
、
菅
氏
の
意
中
の
人
と

さ
れ
た
鈴
木
直
道
知
事
の
擁
立
に
奔
走
し
た
。
橋

本
聖
子
五
輪
相
、
高
橋
は
る
み
前
知
事
ら
は
国
土

交
通
省
の
当
時
の
北
海
道
局
長
を
支
持
し
、
道
議

の
中
に
も
推
す
声
が
広
が
っ
た
が
、
鈴
木
氏
が
無

所
属
で
の
立
候
補
を
表
明
。
最
終
的
に
自
民
党
は

鈴
木
氏
の
推
薦
を
決
め
、
吉
川
氏
ら
が
押
し
切
っ

た
格
好
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
吉

川
氏
は
道
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
一
方
、
道

連
内
に
は
吉
川
派
と
反
吉
川
派
の
遺
恨
を
残
し
た
。

　
札
幌
市
の
秋
元
市
長
の
一
期
目
は
、
上
田
文
雄

前
市
長
の
後
継
と
し
て
旧
民
主
党
な
ど
の
支
持
を

受
け
て
初
当
選
し
た
だ
け
に
、
自
民
党
と
の
接
点

は
少
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
昨
年
の
市
長
選
で
は
、

自
民
党
を
含
む
主
要
政
党
の
相
乗
り
で
再
選
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
胆
振
東
部
地
震
被
害

の
復
旧
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
関
し
、
市
と
し

て
自
民
党
国
会
議
員
に
要
望
す
る
機
会
も
増
え
た
。

市
幹
部
は
吉
川
氏
に
つ
い
て
「
国
政
関
連
で
要
望

事
項
が
あ
っ
た
と
き
に
、
真
っ
先
に
名
前
が
挙
が

る
人
」
と
明
か
す
。

「政治とカネと行政」


